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ク
リ
ス
チ
ャ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論

形
成
へ
の
実
証
的
研
究

　
　
　
一
学
校
集
団
に
お
け
る
調
査
報
告
一

中

村

陽

三

一、

{
調
査
報
告
の
前
提
的
理
論

　
咋
年
、
筆
者
は
〈
キ
リ
ス
ト
三
々
育
〉
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

対
し
て
科
学
性
や
実
証
性
を
与
え
る
理
論
と
し
て
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
論
を
軸
と
し
た
へ
試
論
を
発
表
し
た
。
そ
の
理
論
的
根
拠
は
、

信
仰
が
く
人
格
的
自
我
の
全
体
中
心
的
活
動
V
で
あ
る
と
い
う

円
籠
8
ぽ
の
考
え
に
よ
っ
て
噂
①
誘
。
昌
讐
信
と
い
う
人
格
概
念
を
援

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
達
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
、
中
心
的
習

性
と
考
え
ら
れ
る
人
格
構
造
を
科
学
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う

主
張
に
よ
っ
て
い
る
。
筆
者
の
主
張
の
発
想
過
程
は
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
論
を
検
討
し
前
述
の
根
拠
に
よ
っ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
パ
…
ソ

ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
定
立
し
、
そ
の
定
立
の
根
拠
を

設
定
し
、
又
、
そ
の
領
域
を
考
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
調
査
報

告
は
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
若
干
の
課
題
の
中
の
何
点
か
を
分
析
す

る
と
い
う
意
図
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
、
調
査
の
内
容
と
方
法

　
前
述
の
根
拠
に
よ
っ
て
本
調
査
で
分
析
し
よ
う
と
し
た
諸
点
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
成
長
、
成
熟
に
か
か

わ
る
と
考
え
ら
れ
る
宗
教
意
識
の
実
態
の
分
析

　
2
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
ク
ー
ル
と
い
う
学
校
集
団
を
通
じ
て
、

学
校
の
実
施
す
る
宗
教
々
育
の
方
法
又
は
制
度
が
、
生
徒
学
生
の

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
成
長
に
如
何
に
か
か
わ
っ
て
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い
る
の
か
と
い
う
事
柄
の
分
析

　
さ
て
、
私
が
調
査
対
象
と
し
て
選
ん
だ
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

系
の
札
幌
絡
繰
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校
の
中
学
三
年
九
四
人
、

高
校
一
年
九
四
人
、
高
校
二
年
一
〇
九
人
で
あ
る
。
被
調
査
校
に

は
中
学
三
年
二
四
二
人
、
高
校
一
年
三
〇
一
人
、
高
校
二
年
二
八

一
人
の
生
徒
が
い
る
が
、
被
調
査
成
員
が
す
べ
て
同
じ
宗
教
々
育

の
捌
度
、
方
法
を
う
け
て
い
る
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
、
各
学
年

か
ら
無
作
為
に
二
学
級
を
紬
出
し
て
、
照
O
分
の
稼
手
を
与
え
て

調
査
用
紙
に
記
入
さ
せ
、
回
収
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

　
3
　
調
査
報
告

　
ま
ず
、
若
干
の
舅
⇔
8
G
o
プ
①
簿
を
示
す
と
、
1
で
は
「
無
宗
教
」

が
］
≦
ω
α
b
。
◆
H
醤
寓
H
齪
■
b
。
醤
寓
b
。
謡
’
。
。
承
で
あ
り
、
∬
で
は
「
ど

ち
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
で
な
い
」
が
ζ
ω
G
。
賢
妻
。
翠
霞
H
り
磨
駆
3
国
b
O

り
。
。
雷
で
あ
り
、
N
で
は
「
洗
礼
を
受
け
て
い
る
」
が
ζ
ω
ω
も
。
醤

に
ド
G
。
b
醤
出
N
①
．
戯
寧
と
い
う
集
団
で
あ
る
。

　
さ
て
、
記
入
の
手
引
そ
の
一
に
あ
る
質
問
項
鼠
は
二
九
あ
る
が
、

そ
の
調
査
の
分
析
視
角
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ρ
H
～
ρ
①
キ
ジ

ス
ト
教
的
宗
教
意
識
尺
度
、
ρ
“
～
O
O
神
意
識
尺
度
、
ρ
H
O
～

ρ
応
ひ
ゆ
信
仰
意
識
尺
度
、
　
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
意
識
で
は

「
神
の
子
」
認
識
は
高
い
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
奇
跡
、
蒋
臨
に

対
し
て
は
仲
々
信
じ
に
く
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
る
。
次
に
、

神
意
識
で
は
何
れ
も
賛
成
群
が
多
く
、
栢
当
理
解
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
又
、
僑
仰
意
識
尺
度
で
は
、
知
的
理
解
に
於
い

て
何
れ
も
相
当
進
ん
だ
理
解
を
も
り
て
い
る
こ
と
を
示
し
（
O
H
ρ

H
♪
嵩
～
b
。
押
鳴
。
。
）
信
仰
の
発
達
性
の
理
解
で
は
、
子
供
の
信
仰
も

大
人
の
信
仰
も
岡
じ
性
質
の
も
の
と
考
え
て
い
る
者
が
多
い
。

（
◎
b
。
㎝
～
ト
こ
り
）

　
続
い
て
即
実
9
巨
。
な
学
校
生
活
と
の
相
関
の
中
で
、
℃
2
ω
o
？

巴
搾
図
の
成
長
に
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
う
か
か
わ
る
か
を
み
る
為
に

記
入
の
手
引
そ
の
二
を
設
問
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
生
活
の
中
で
、

大
半
の
人
間
が
、
信
仰
を
考
え
て
み
よ
う
と
し
て
お
り
、
又
聖
書

の
こ
と
ば
が
大
切
な
判
断
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
は
半

数
で
あ
る
。
又
、
人
格
形
成
に
関
係
を
も
つ
と
す
る
の
が
頴
凝
b
。

で
戯
O
雷
を
示
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
教
会
へ
行
く
こ
と
、
学
校

の
礼
拝
な
ど
に
つ
い
て
は
、
半
数
が
反
則
を
感
じ
て
い
る
。

　
（
ρ
G
。
O
～
ω
α
ρ
鮮
）
次
に
礼
拝
の
説
教
で
は
四
〇
％
～
六
〇
％
が

感
銘
し
た
話
を
き
い
て
お
り
、
ク
夢
ス
チ
ャ
ン
ス
ク
ー
ル
で
学
ん

で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
四
〇
％
～
五
〇
％
が
よ
か
っ
た
と
し
て
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い
る
反
面
、
聖
書
や
礼
拝
の
時
間
が
魅
力
が
な
く
、
又
聖
書
の
真

理
と
他
教
科
の
真
理
と
の
闘
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
者
が
多
い
。

（
ρ
Q
。
α
ρ
ω
～
O
庫
）
続
い
て
O
器
①
ω
窪
伽
《
と
し
て
個
人
的
な
生

活
の
嘆
0
8
。
。
。
。
を
き
く
為
に
ρ
お
～
O
瞳
を
設
問
し
た
。
そ
の

結
果
、
例
え
ば
罪
の
意
識
に
つ
い
て
は
四
四
％
～
七
一
％
が
も
（
、

た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
又
、
ど
の
程
度
キ
リ
ス
ト
教
を
将

来
の
自
己
の
生
活
の
中
に
位
概
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
み
る

為
に
ρ
膳
臼
～
恥
Q
。
を
設
問
し
た
が
中
間
の
答
が
多
く
全
体
傾
向
を

と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
総
じ
て
、
本
調
査
の
結
論
と

し
て
次
の
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
一
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
パ
…
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
成
長
に
か
か
わ
る
諸

要
因
、
動
…
機
、
宗
教
意
…
識
の
型
に
つ
い
て
は

　
ω
　
成
長
を
助
長
す
る
賦
9
0
目
、
動
機
は
○
》
に
み
る
よ
う

に
様
々
で
あ
る
こ
と
。

　
回
　
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
志
向
は
ほ
ぼ
ノ
ー
マ
ル
な
型
で
成
長

し
て
い
る
こ
と
。

　
2
　
宗
教
々
育
の
制
度
が
始
何
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
成
長
に

か
か
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は

　
ω
　
礼
拝
、
聖
書
の
授
業
が
他
教
科
と
有
機
的
に
結
合
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
回
　
生
活
次
元
の
中
で
の
道
徳
教
材
と
し
て
、
聖
書
を
考
え
て

い
る
者
が
多
く
、
道
徳
教
育
と
宣
教
と
い
う
二
目
的
を
宗
教
々
育

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　
　
三
滝
文
献

「
基
督
教
主
義
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
宗
教
的
発
達
」
（
宗
教
々
育
実
態
調
査

報
告
）
基
督
教
学
校
教
育
詞
盟
刊
行
　
｝
九
六
五
。

「｝

l
一
臥
と
日
本
の
入
闇
捌
形
成
」
　
牛
島
義
友
著
A
遡
7
丁
漁
屋
屏
四
　
　
一
九
山
ハ
一
。

尚
、
詳
細
な
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
日
本
基
督
教
々
育
研
究
所
に
提
出
し
て

あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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